
 

  

 

 

 

 

 

 今回は、平成 27 年度環境保全型農業推進コンクールで優秀賞（中国四国農政局長賞）を受賞され、

長年有機農業に取り組んでいる鳥取ずいせん生産組合 代表 平木ひとみさんを訪ねて、農業の状況・課

題等についてお話を伺いました（平成 30 年 10 月訪問）。 

 

   鳥取ずいせん生産組合  

   代表者名：平木 ひとみ 氏 

   所 在 地：鳥取県鳥取市晩稲 

   取組分野：有機農業（有機 JAS 認証） 

     （受賞時の経営内容）有機栽培経営面積 3ha 

うち有機 JAS 認定 3ha 

生産者戸数 7 戸 

                                                                                            

代表の平木ひとみさん 

○現在の経営状況についてお聞かせください。  

 受賞当時と比べ、規模はそれほど変わっていません。 

 生産者戸数 7 戸で、水稲、野菜（にんじん、だいこん、白ね

ぎ、なす、ピーマン、とうがらし、オクラ）等を生産していま

す。 

 組合では、当時から有機 JAS 認定ほ場 3ha 以外にも鳥取県特

別栽培農産物生産ほ場約 1.5ha を有しており、これらを含め、

すべて環境にやさしい農産物を生産しています。 

 スーパーのずいせん専用コーナーには、旬の時期の野菜を多

く置きたいとの思いから、生産者毎に品目を割り振るなどして

計画的に生産しています。 

                                                               有機野菜の生育状況（取材当時） 

○市街地で生産されておりますが、受賞以降、生産環境事情は 

何か変化しましたか？ 

 受賞（27 年）からそんなに月日が経っていないこともあり、付

近の環境がそんなに変わったとは思いませんが、28 年 10 月、30

年 4 月と山陰で大きな地震が２つもありました。  

 また、ゲリラ豪雨や大寒波、台風などにも見舞われ、気象的な

生産環境は厳しくなったなと感じております。  
 また、新規就農者は積極的に受け入れておりますが、考え方

の相違等もあって、依然、生産戸数は 7 戸のままです。年齢的

な生産環境も厳しくなっております。 

 今後も有機 JAS は維持しつつ、生産できる品目は何かと考え、

頑張っていきたいと思います。 

                                                                    有機栽培米 



                                                                    
○積極的に販路拡大されたと伺っていますが、販売先からは、     

どのような要望がありますか？ 

 販売先のスーパーからは、「もっと増やせませんか？」と言わ

れておりますが、なかなかオーダーに応えられない状況です。 

組合の立ち上げ当初は、有機農産物の良さをわかってくれる人

に買ってもらえればいいと思っていました。 

 生産が軌道に乗ってくると、旬の時には県内の販売先だけでは

消費しきれなくなり、県外へも販路を求めました。 

現在は、輸送費の問題や市況の乱高下によって、販売価格が決

めづらくなっています。 

            ずいせんの野菜（トマト） 

○有機 JAS 認証を取得されて 15 年以上経過しますが、取得し 

て良かったなと思うことはありますか？ 

商品のパッケージに有機 JAS の認定マークを付けることは、生

産者が頑張った証ですし、販売にも有利です。でも消費者のＪＡ

Ｓ認証の認識はまだまだ高くなく、努力が必要だと感じていま

す。なお、鳥取県では、県が有機 JAS の登録認定機関になってい

ることから、継続審査では、民間の認定事業者の料金に比べ、ず

いぶん安い料金で認定を受けることが出来、ＪＡＳ認定を継続す

ることが出来ています。 

                                 有機 JAS 認証                                                             

○生産面では、水稲除草機の開発、販売面では、学校給食への

食材提供等多方面に活動されていると伺っていますが、その

バイタリティはどこから来ているのですか。 

 私が有機農業を始めたきっかけは、安全な農産物を食卓に出し

たいということでした。それは今でも有機農産物を、多くの人に

食べてもらえるには、どうしたらいいかと考える原動力となっ

ています。 

水稲除草機は、県内の農機具メーカーにお願いして 5年がかり

で完成させたものです。 

 有機の水稲栽培で、一番ネックとなる除草作業が、少しでも

楽になればと、あれこれ考えました。水稲生育中期以降の除草

効果には自信があります。昨年、乗用タイプも試作しました。 

現在も、水稲生育初期の除草効果を向上させるためにはどう

すればいいか、考えております。 

また、学校給食への食材提供は、子どもたちに少しでも安全     水稲除草機「左官くん」 

なものを食べてもらえればいいなと思って取り組んでおります。 

こちらとしても、袋詰めの手間がなく、代金の振り込みが早 

い等、メリットはあります。                         

  

○今後の展望をお聞かせ下さい。 

 取り巻く環境は容易ではありませんが、若い人達にもどんどん有機農業を目指して欲しいと思っていま

す。私たちの組合は、規模こそ小さいけれども、そういった人たちの受け皿となって農業技術を伝え、販

売の手助けもしていきたいと思っています。 


